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 2019年末から現在も続くコロナ禍の影響により、世界各

国が観光目的の渡航制限を行った。観光庁が発表した2021

年度の訪日外国人観光客は2019年度と比べ99.2％減った。 

 コロナ禍前の訪日外国人消費動向調査によれば、旅行消

費額の多い国･地域、また、訪日リピーターの多い国･地域

とも台湾であった。台湾人観光

客は日本のコロナ禍後の観光再

開に重要な役割を果たす。 

 一般に、海外からの観光客が

観光地の情報を得ようとすると

き、SNSを使用する（櫛部、

2020）。コロナ禍で現地に行け

ない今、SNSからの観光情報は

観光地の間の差別化を図るうえ

で決定的である。 

 本研究の目的は、台湾人の属

性の違いによって台湾人の日本

（北海道、小樽）への再訪願望

にどのような違いがあるかを明

らかにすることである。 

方法 

 調査参加者 台湾人潜在的観光客 502名（男性205名、女

性 297名）であった。Facebookなどソーシャルメディアを通

して回答を呼びかけた。 

 質問 まず、日本への旅行願望、北海道、小樽への過去の

旅行経験、小樽に関するイメージを訊く質問を置いた。次に、

SNSに関する質問を用意した。質問は，日本に関心を持つ程

度、どう日本旅行の情報を受けるか、SNS対する信頼度であ

った。 

 手続き 中国語･繁体字のホームページ上に、質問調査票

を掲載した。Facebookページ運営者に依頼し、回答を呼びか

けた。参加者は、上記 2 種類の質問に回答した。 

結果と考察 

 全参加者に対する結果を図1に示す。適合度はAGFI = .973、

CFI = .996、RMSEA = .031 ときわめて良好であった。 

 インターネットかマスメディアか 表 1 に、情報源による違

いが訪日願望に及ぼす影響を示す。日本に関心があって訪日

願望が高くなる傾向は、インターネットが情報源の人（.389）

の方が有意に高い。この結果は、過去の研究結果と同じであ

る。SNSの情報の信頼度は、インターネットが情報源の人の

方が低い有意な傾向（1.168）が認められた。このことは情報

の信頼度を個々の情報ごとに決める傾向があることを示す。 

 日本のコロナ禍の情報が訪日願望に与える影響は、マスメ

ディア（.335）もインターネット（.254）も大きい

が、マスメディア（が主な情報源になっている人）

の方が数字の上で大きい。コロナ禍の日本の現状

認識にマスメディアの影響が大きく、そのため、マ

スコミも訪日願望に影響を与えるようである。 

 SNS による違い 表 2 に、YouTube、Facebook、

ウェブサイト、テレビで母集団を分けた場合の結

果を示す。訪日動機に、テレビとFacebook が強い

影響を与えていることが分かる。 

結論 

 本研究結果から、台湾人観光客を呼び戻すのに

有効なメディアはマスメディアとFacebook である

と分かった。50 才代とその上の世代はマスメディ

ア、20 才代～50 才代は Facebook から情報を得る

と言われる。本結果は、コロナ禍においては、年代

を問わずマスメディアが有効であることを示す． 

情報源の間の差 z値の絶対値

マスメ
ディア

インター
ネット

マスメディアと
インターネット

ふだんどのくらいに日本に関心をもっていますか? .119 .389 2.165

今回のコロナ禍は訪日願望に影響を与えると思いますか？ .335 .254 .335

日本のコロナ対策をどう思いますか？ .115 .181 .405

SNSで見た日本に関する情報を信じますか？ .111 -.093 1.668
*p  < .05, **p  < .01, ***p < .001.

表 1

情報源（マスメディア/インターネット）の違いによる訪日動機の違い

いま日本に旅行したい
と思いますか?
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